
令和８年度学校経営計画書 

 

１ 教育目標 

  「個性豊かで品位があり、創造的で実践力のある人材」を育成する。 

 

 ２ 中長期的目標 

（１）学校の現状 

   ①募集定員の充足が課題となっており、令和７年度から本格実施の魅力的なインクルーシブ教育実践校であることを発信している。 

   ②学力も比較的高く、部活動等で自分らしさを発揮している生徒から、自己肯定感が低く、学習習慣が定着していない生徒まで多様 

な生徒が在籍しているため、個別最適な学びや丁寧な働きかけを通して成長させていく教育活動が求められている。 

   ③卒業後の進路を意識させるための機会や情報を提供し、自分と向き合うことから課題の発見・解決を主体的にできるように、一人 

ひとり丁寧な対応をする必要がある。また、地域の中で貢献できる力を身につけさせることで自信を持たせ、前向きかつ継続的に 

取り組む姿勢を育む必要がある。 

      

（２）生徒に関する中・長期的目標 

   ①目的意識を持たせ、自らの進路実現に向けて地道に努力させる。 

   ②誠実さや思いやりの心を大切に、仲間と切磋琢磨しながら努力を継続する力を培う。 

      ③共生社会において積極的に行動したり、提言を行ったりできる人材を育成する。 

   ④健康・安心・安全・防災に対する知識を身につけ、自ら判断し行動できる力を育成する。 

 

（３）教職員・学校組織等の望ましい在り方 

   ①教職員全員がより良い学校の在り方に向けて協力して取り組む。 

   ②各主任や課長がリーダーシップを発揮し、組織的に学校運営に取り組む。 

   ③教職員全員が問題意識を持って生徒理解や授業の改善を図り、指導力向上のために絶えず研鑽を積み重ねる。  

   ④服務規律を遵守するとともに対話による理解を重んじ、効果的な教育活動に取り組む。 

 

３ 今年度の重点目標 

（１）基本的な生活習慣を確立させるとともに、一人一台端末を活用する個別・協働学習や生成ＡＩの活用等を通して、思考力・判断 

力・表現力を身に着ける授業を展開することで、生徒の学習意欲を喚起し、進路実現につなげていく。 

 （２）挨拶の励行・高校生らしい身だしなみのもと、インクルーシブ教育やボランティア活動、部活動を通して、共生社会を創り上げて 

いく人材の育成に努める。 

（３）生徒・職員ともに防災への意識と備えを高め、学校環境の整備および地域との協力体制を築くための学習や研修を通して、安心・ 

安全な学校づくりを目指す。 

 （４）生徒・保護者・地域の理解を得ながら、学校行事や業務の見直しを図り、組織的・協力的な対応に努めることで教職員の多忙化改 

善に取り組む。 
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